
事業の計画・内容

□ 直営 □ 指定管理 ☑ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円） 委託料

工事請負費
資材費
その他

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円）

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

4,139 4,579 6,975

５２－３２２０山内　敏 連絡先

原材料支給

7080

H18（目標）

目標

H19（目標）

名            称コードコード 名               称
一般会計
農林業費
農業費
農業総務費

広域的な道路・交通環境を整備する

01
06
01
０２

会計
款
項
目

A

総合評価
4
4
4

有効性
達成度

3200
6560

件 18

単位 H17

広域農道除草 回 2

広域農道補修工事 個所 1 1

1

18

2

1

18

1,000 2,000
199

目標値

回

H17 H18 H19
実績値

2

4,579 6,975
15 15

4,139
155

200 300

1,172 1,204 2,500

2,160 2,160 2,160

453

1 1

広域農道は、伊賀管内各地域の営農規模の拡大、経営改善に寄与するために管内を１周する道路として計画され、なるべく現道を利用して改良、
新設事業として整備されている。現在では殆どの区間が完成し、営農はもとより地域住民の生活道路としても利用されている。当支所管内ではまだ
３箇所で未完了区間が残されており、平成２０年度の完成目標に向けて建設中であり、毎年度供用延長が延びている。

指標設定の考え方

維持管理が適正に行われていれば通常機能が保たれる。 m

目標

事業の目的の成果を測る指標

通常機能が保たれている延長

4必要性

広域農道は沿線住民の生活道路としての色合いが濃く、適正な維持管理を推進する。

1,979

効率性

評
価

2,419 4,815

H17 H18（予算）

0.3

H19（予算）

0.3

細目
細々目

１０３

利用者の安全が確保される。

成果（どうなるのか）

01
農道維持管理経費
広域農道・農免道路維持管理経費

青山支所産業建設課担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

本
年
度
事
業
内
容

広域農道の雪氷対策、除草、補修工事。

土地改良法運営主体

単位

（委託先：シルバー他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
根拠法令・要綱等

広域農道雪氷対策管理

正規職員     （人） 0.3
活動指標

施設の管理・運営

広域農道利用者

事業名

基本施策

648

伊賀市　事務事業評価シート

広域農道・農免道路維持管理経費

49


